
第１分科会＜つながり・ネットワーク（情報）＞

「愛のお弁当」に友愛活動推進員が同行する。 

あいさつ運動 

・町内会で声かけ運動やっている。 

・荒れた中学で校長が声をかけることに
より、改善した。 

・滝頭小学校では「声をかけあう学校滝
頭小学校」を掲げている。 

 

・あいさつ、声かけをする。 

・民生委員、その他ボランティアなど、小
さな単位が中心になって活動（声かけな
ど）をする。 

高齢者 

・地域支えあい活動の一環として「愛のお弁
当」づくりをしている。 

「愛のお弁当」で安否確認ができる。 

・配達の時に問題があったら、ケアプラザに
つなぐ。 

・高齢者の孤立を防げる。 

・食べ物が、地域ケアの道具として一番受け
入れやすい。 

・「愛のお弁当」を楽しみに待っている人が
いる。 

・町内会、民生委員、ボランティア、警察で
協力して「お年寄り１１０番」をやってい
る。役所より、地元の方が相談しやすい。 

 

みんなが集まる場 

・自治会館とかあるけれど、料金がかかる。 
・ハード面の場とソフト面の場がある。 

・小さな団体が一同に会する場がない。 

・ドリームハイツにある、憩いの場「むー
みんの家」のようなものを、各自治会に
つくりたい。（経費、ボランティアの問
題があるが・・・）先進例を真似ればよ
い。 

 

・テーブルをひとつにして、地域の課
題を話し合う場が必要。 

・行けば誰かいるような、フラっと立
ち寄れる場があるといい。 

地域ケアプラザ 

・ケアプラザは敷居が高い。 

・現状では機能しているプラザと、そう
でないプラザがある。 

 

・地域ケアプラザが地域のたまり場になる
べきである。 

・利用者がどんどん意見を出し合って、信
頼関係をつくっていくことが大事。 

・ケアプラザが老人だけのものではないこ
とを地域にPRする。 

・ケアプラザに来ないと相談できないので
はなく、出前相談が必要。 

・社協の小さな地域版がケアプラザになれ
ばよい。 

・地域ケアプラザの運営協議会のメンバー
に、地域の当事者も加える。 

 

地区別検討会 

地区別検討会が異グループの交流の場
となり、洋光台地区では「障害者の防災
を考える会」が発足した。 
 

小さくても、地域の取組をたくさんつくる。

コーディネート 

・人と人のつながりをネットワーク化するためにコーデ
ィネートしていく人を発掘する。 

・団塊の世代を対象に、社協が講座を開催するとよい。 

バリアフリー 

・多目的トイレ、駐車場について、重度障害者
は、そこしか使えないのに、一般の人（施設
の人も含めて）が使用してしまう。 

・国はハートビル法で施設をつくるが、その後
の利用面のフォローをしていない。 

・ケアプラザで、体の不自由な人が中に入る時
にスリッパに履きかえるのが大変である。 

 

利用するのに障害にな
らないよう PR、普及啓
発する。 
 

子ども・青少年 

・子ども問題は、親にも大きな問題がある。 
・１０日間近く学校で野宿している子ども
の親に話をしたら、だいたいわかってい
る、と言われた。（問題意識がない親） 

 

個人の善意で動くだけで
は限界がある。地域で取り
組んでいく。 

行政の縦割り 

・行政側では、気付いていない部分も多い。市民か
らどんどん意見を言う。 

・人事のローテーションが効果的。 

・横の連絡会が大切。 

・所管していることでなくても、おせっかいを言う。 

変化 
これまで、行政・社協・社会福祉法人でやっていた
ことを、NPO・コミュニティビジネスにシフト。 

 

支援する人と困っている人の情報が一致していない。 情報の課題



第２分科会＜活動の場づくり・居場所＞

子
ど
も
・子
育
て 

自治会館の活用 

・活動したいが場所がない。 

・町内会館は汚れるからと、子
育てサークルに貸してくれ
ない場合がある。 

 

・単位自治会等身近な地域で活
動する。 

・町内会にも図書館をつくる。 

情報が得られる場 

・子育て専門の人と働いている
人とに分かれている。 

・保育園が長時間預かっている
ので、親がすべき躾ができて
いない。 

 

・場所に情報があるとよい。情報があると安心できる。 
・あそこに行ったら「情報がわかる」というものをつ
くる。 

・公園でグループになれない人に情報を得られる場所
をつくる。 

・参加したい、こんなグループがあるとの情報や気軽
に入れる場所をつくる。 

・グループに溶け込めない人たちの情報を得られる場
所うつくる。 

・母親学級からグループ化する。 

 

活動の場づくり

（ジュニア） 

 

・責任をとってくれる人がいるが、
難しい。 

・大人が干渉しすぎる。 

・子どもたちの意見が生かせる場が
必要。 

 

・親も安心して出せる場所、気にしてくれる人が必要。 

・大人が計画しないで、子どもが企画する。 

・子どもが企画したものが必要。地域での伝統的なもの。
子どもたちに任せればよい。 

・子どもたちが主体的に活動できるきっかけをつくる。 

・地域の伝統的な行事に子どもたちをまきこむ。 

・ジュニアリーダーの活動の場を増やす。 
 

児童・生徒の居場所

づくり 

 

学校に入ってからの子ども
の居場所がない。地区センタ
ーにいる。 
 

学校入学後の子どもの居場所をつくる。 

安心して外出できる

場づくり 

 

・防犯上、親は（子どもを）一人
で出せない。 

・安全面で自由に子どもが外出で
きない。 

・誰か見守る人がいないといけな
いという環境が問題。 

・子育ての不安を取り除いてやれ
る場があるといい。 

・ログハウス（見守る人がいる）を増やす。 

・子育ての不安を取り除いてやれる場をつくる。 
 

交流の場 

・子ども会は活発だが、別の町内会
や未加入者の問題がある。 

・子ども会での役員が回ってくるの
で、親たちは引き気味 

 

働いているお母さんも地域の人たちと
交流できる場をつくる。 

 

異年齢交流の場 子どもの中での縦社会、異年齢のつながりをつくる。 

世の力になる

活動への取組 

 

・面倒をみてもらうのではなく、みる立場にある。 

・世の力になろうという、思いをもつ。 

具体的な活動メニュー

の提案 

 

メニューをだしていく立場の人が具体的に提案していく。 

町内会を変える 

提案する人がやらされて
しまう。言いだしっぺが攻
撃を受けてしまう。 
 

・ケアプラザ、地区センターなど公
的立場の人が提案、関わること
で、町内会を変えてゆく。 

・町内会は外部から変える。 

・町内会長の理解を得る。 

 

障
が
い
者 

地域で果たせる具体的な

メニューを提示 
地域の中で果たす役割（メニュー）をもつこと
で理解を得る。 

公的な立場でやり

やすいことがある 

バリアフリーは

心と環境の両面 

 

障害があってもできること

に目をむける 

専門的な部分は公的な立場の人（施設）がやっていく。 
 

物理的なものだけではなく、心のバリアフリーが必要。 

・障がいがあっても、できない事でなくできる事に目
をむける。 

・情報を得られる場をつくる。 
 

障がいのある方との

ふれあう場 

・障がいのある方とふれあったり、一緒にミーテ
ィングしたりする。 

・障がいのある方もいち住民として受け入れる。 
 

高
齢
者 

高齢者の特技・

趣味の活用 

 

・自分のもつ特技を生かせる機会をつくる。
・趣味の活動を活発にする。 

・チョイボラをする。 

・障害があっても、できない事でなくできる事に目を 
　むける。 

・情報を得られる場をつくる。 
 

・障害のある方とふれあったり、一緒にミーティ 
　ングしたりする。 

・障害のある方もいち住民として受け入れる。 
 

障
害
者

障害のある方との
ふれあう場



第３分科会＜人材発掘・育成＞

子
育
て 

お母さんの不安

（今の若い母）

・情報がありすぎて悩んで引きこも
る。子育ては十人十色と思えない。 

・子育ての不安をつくる横並び意識を
どう変えていくか。 

・きっかけの場となるサークルやママ
会。しかしそこへも行かない、行け
ない母親がいる。 

 

・ママ会で話し合う。 

・専門的なアドバイスを。 

・近い人が「大丈夫よ」と言ってあげる

専門家につなげる前

に

ちょっとした
支援

・悩みになる前に、まず言える場を。 
うんちがゆるくて心配など。 

・愚痴、悩みを話すことで解消でき
る。 

・身近な人の共感が必要。 

・日頃の横のつながり（ともだち）
が大切。 

身近な人がだっこ
してあげる。団塊の
世代の出番「子育て
ボランティア」 

当事者同士が 

担い手になる 

当事者同士のカウンセリング。そ
れができるつきあい。 

お互いに当事者
が担い手に 

 

コーディネータの

役割

・「担い手」がいなければ紹介する。⇒コーディネータ 

・誰が同年代のお母さんを集めてコーディネートするか。 

・地域のおばさんだけよりも専門家が一人いるとお母さん
は安心する。 

・子育てに限らず障害者、高齢者で引きこもり、本当に困
っているケースには専門家が必要。 

困ったときに専門家
と連携できるコーデ
ィネータ 

どこへ行けば 
ちいさな地域の範囲で安心できる「場」ができる
と、こもっている人の出てきやすい。 

子育てボラの

窓口を 

 

ちょっとした支援ができる人が、ど
こへ行けばいいかわかること。 
 

なり手希望もニーズ

も高い保育ボランテ

ィア講座

お母さんの心を

支える 1 歳児以下のための
母子支援 

・お母さんの関心、育児子どもの安全 情
報は多すぎる。 

・子どもと自分だけになる〇歳～幼稚園。
お母さんのこころの持ちようが不安定
になる。 

・子どもと離れてリフレッシュ。お母さん
の心を明るくする。 

・育児ノウハウよりもお母さん
自身の心を支える。 

・ケーキを作って食べる楽しい
時間。地域のつながりをつく
るきっかけになる。 

 

青
少
年 

誰に相談すれ

ばいいか 

・不登校児は、学籍を失うと宙
ぶらりんに。 

・不登校児。訪問で確認し、つ
ながりができつつある。 

・その子その子によって対応す
る専門性が必要。 

 

どのように

アプローチ

・どんな接し方、話しかけをす
るか。 

・例えば夏祭り、青指まつりに
問題のある中学生を呼んだ。
来てくれた。小学生の面倒を
よく見てくれた。 

・学校の行事や地域の行事に参
加するように呼びかける。し
かしなかなか来ない。 

・信じてもらえる大人にな
らなければ。 

・子どもたちが自分たちで
企画できること。それを
大人が応援する。 

・何を求めているのか声を
聞く。そのためにはコミ
ュニケーションを。 

 

孤立

・小学校までは顔が見えているが、その後分か
らなくなる。 

・私立へ言った子どもは引きこもると見えなく
なる。 

・知り合いもいないため、引きこもりの中学生
に地域が触れることができない。 

障
害
者
の
自
立 

縦割り解消 
・障害の枠をこえて、つらい人が一緒になって。
・障害の範囲は広すぎる。中途障害者もいる。 

障害分野の縦割り解消。 

保護者 
・保護者同士が助け合う 

・保護者以外の人に理解されにくい。 

 

理解して

つなぐ人

・障害の枠をこえて、つらい人が一緒になって。 

・障害の範囲は広すぎる。中途障害者もいる。 

・本人が出られないときは家族が出ていく。 

・役所の手続きなど障害者も高齢者も出かけていくしかない。
・これをサポートする「浜家連」。国から広がってきている。 

・当事者が何を望んでいるか、一人一人異なる。 

・親以外の理解者、コーディネーター 

 

・障害分野の縦割り
解消。 

・本人、家族の思い
を理解して伝え
られる人が必要。 

 

行政
・行政、ボランティアはどうかかわればいいか。
ニーズとマッチできれば。 

・担当さんの顔がわかると電話しやすい。 

・ワーカーが３名いるが、行政窓口におけるコー
ディネートがむつかしい。 

 

状況を把握して人材を紹介で
きるコーディネータ 

情報 コーディネートには情報が不可欠 コーディネート＝つなぐ つなぐ
「ところ」を明確に 

理解を

ひろげる

バリアフリー
・健常者が障害を体験する。障害
を理解する いそごフェスタ 

・子どもに体験させることは理解
を進める上で意味がある。 

・磯子駅周辺のバリアフリー調
査。体験型調査。 

地区ごとの広がり
で、車椅子体験がで
きるように。 

サマボラ 区社協のサマーボランティア 毎年２００
人の中学生が参加する。 

 

当事者が外に出る 当事者が外に出て理解を広める。

高
齢
者
の
介
護 

外に出向く

ケアプラ 

・巡回のバスなど「足」が望めない地域に
出向いてよろず相談。 

・体操しながら相談。 

・いろいろな人を巻き込みながら地域へ出
ていく。 

・自治会の範囲でくくる。⇒ケアプラの人
材だけでは足りない。 

 

団
塊
の
力
を 

・あなたの力が必要。こんなこと、こんなこと。 

・コーディネータとして団塊を使えないか。人材発掘を！ 

・いきがい 自分の存在価値を求める気持ちを受け止める。
・元気でいたい気持ちを受け止める。 

地域のつながりへの関心を吸い上げる。 

団塊世代にできる
メニューを提示 

人材情報

センター

・養成講座の後登録されても、オーダーが少ない。 

・登録情報が見えない。 

・人材登録と人材を必要とする場がつながっていない。 

・ケアプラ､社協に情報を集める。 

・人材情報センターを立ち上げれば、問題の分類をしなくても何で
も受け付けられる。縦割りにふりまわされない。 

・１箇所に連絡すればわかる。 

・見えるようにする。 

・やる気のある人を活躍の場につ
なぐしくみ 

・掲示板に「求む〇〇」とのせる 

・人材情報センターの立ち上げ 

・福祉メルマガ、メールの活用 

 

・保育ボランティア養成講座 ６箇所
で４回実施。好評。 

・半年で２００人。地域ケアプラザに
派遣。 

・１歳児以下を対象とするプログラム
はニーズが高い 

・保育ボランティアが始まってから、
母親が地域活動ができるようにな
った。 

・ケアプラ、地区センター、込みハウ
ス、スポーツセンターで共同の学び
あいの関を設け、保育ボランティア
養成などについて情報交換をする。 

 


